
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

栗原市家庭教育支援チーム 

 （呼称：KURIKA（クリカ） ） 

  

 

②活動拠点 栗原市金成総合支所内生涯学習センター 

③活動範囲 栗原市内全域 

④組織体制 

 

   ８ 人 

・子育てサポーターリーダー ７人 

・子育てサポーター 1 人 

 

⑤活動開始年度 平成２４年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

栗原市教育委員会社会教育課生涯学習係 

（TEL）0228-42-3514   （E-mail）shakaikyoiku@kuriharacity.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

mailto:shakaikyoiku@kuriharacity.jp


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・保護者を対象とした子どもとの関わり方等について学ぶ、親の学びのプロ

グラムを、年 3～5 回実施している。 

・入学を迎える児童の保護者を対象（各校で実施する一日入学の時）に、わ

が子への関わり方についてアドバイス等の内容で親業講座を行っている。 

・放課後子ども教室では、1・2 年生の子どもを対象に、ニュースポーツ体験

や作って遊ぼう体験を実施し、地域の人と交流を楽しめるような支援活動を

行っている。 

・不定期ではあるが、家庭教育支援チームが集まり、事業に向けての諸準

備や事前研修会を開き、活動の充実を図っている。特に、放課後子ども教

室では、令和7年度からは、家庭教育支援チームが主体となって、活動を展

開していくことになったので、子どもへの楽しませ方等について、自分たちで

ニュースポーツを体験したりしながら研修を積み重ねている。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・対象となる施設の施設長の願いを受け止めて、親学び研修会の内容を深

めたり広げたりすることができたので、好評であった。また、アットホームな

雰囲気の中で、ワークショップ形式の展開を心がけているので、参加者から

は非常に高評価を得ることができている。 

・事業の中で先輩保護者とのディスカッションを取り入れた活動が、第一子

が入学する親の不安を取り除くプログラムとして、とても良かったという評価

をいただいたので、チーム員としての一つの財産となった。 

・令和 7 年度は、放課後子ども教室を６回実施した（当初は７回であったが、

校内事情により１回中止）。内訳は、ニュースポーツ体験４回、作って遊ぼう

体験２回という内容だった。子どもたちが、毎回意欲的に取り組むことができ

たので、とても好評であった。最終回の６回目には、参加してくれた子どもた

ちから、心温まるメッセージをもらい、感謝感激であった。 

・事前の密な研修会によって、当日の親学びのプログラムの流れが把握で

きて、不安なく当日を迎え、有意義な研修会を展開することができた。ニュー

スポーツの事前研修により、放課後子ども教室では、子どもたちを十分に楽

しませることができた。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


